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っている（Bonabeau, 2004; Shenkar, 2010a, 2010b）。Bonabeau（2004）はコミュニケ
ーション・チャネルの増加によって手法が拡張し、そのプロセスが速くなったことから模
倣による影響が大きくなっているとした。そして「人間性の根源的な要素（a 







イスラーのミニバンにおいては 9 年間、CD プレイヤーでは 3 年間、GM ミニカーでは 1









	 また模倣の重要性は実際のビジネスの事例からも確認できる（Raustiala and Sprigman, 







































































































                                                        
1本章で扱う模倣研究の初期リストには、Web of Science において「トピック」に「imitation」を





	 はじめに情報カスケード（もしくは社会学習）（Banerjee, 1992; Bikhchandani et al., 
1992; 1998）と呼ばれる群集行動について説明する。情報カスケードは「先行者の行動を
観察したある個人が、自身が持つ情報に関係なく、先行者の行動を追随する」









and Asaba, 2006）。 
	 しかしながらカスケード理論による模倣プロセスは本質的に脆弱で反転しやすいことも










                                                        






は「ファッション・リーダー（fashion leader）」（Bikhchandani et al., 1998）となりう
る。例えば過去に成功した企業の行動は一般に模倣の対象になりやすく、規模の大きい企
業は小さな競合からから模倣の対象となりやすい（Lieberman and Asaba, 2006）。インタ
ーネット・リテールの事例においては、バーンズ・アンド・ノーブルとウォルマートとい
った卓越した企業が参入し、かつアマゾンの莫大な株価が上昇したことによって、他の小












繋がった（Lieberman and Asaba, 2006）。インターネットバブルの事例に沿って示したよ
うに情報カスケード及び評判のシグナリングは互いに排他的ではなく補完し合う。情報カ
スケードはトレンドの出現に寄与し、評判をベースとしたシグナリングによって促進され
る（Lieberman and Asaba, 2006: 371）。 
	 近年の研究においては Semadeni and Anderson（2010）が、情報ベースの模倣理論を適
用して、高い環境不確実性および高い情報非対称性の条件下の模倣行動を研究している。










主体が組織を互いに類似させるように変更していく（DiMaggio and Powell, 1983）ように
模倣が発生することが指摘される。制度的同型化は同じ環境条件に直面するユニット同士
を類似させる力を有する制約的プロセスでもある（Lieberman and Asaba, 2006）。 
	 近年の研究では Wu and Salomon（2016）が、同型化戦略の追求によって外国企業が制
度的距離（institutional distance）による不利益を克服することについて、米国で活動する




の頻度が多い企業ほど高い（Lieberman and Asaba, 2006: 372）ことが指摘される。特に
後者において Granovetter（1985）や Gulati et al.（2000）がソーシャル・ネットワーク
理論を用いて、よりネットワークの紐帯と関連している際に、組織は模倣を促進する詳細
な情報を持ちやすいことを説明した。この分野ではディレクターがインターロックされて















                                                        
ことが一般的だが、経済理論はより包括的な説明を試みる（Lieberman and Asaba, 2006: 372）。	
 13 
が正当性4を得られることが提示されている。これに関して Hannan et al.（1995）は新た
な産業が一度閾値に達する量の参入者を得ることによって、それぞれの企業は成長を加速
させる正当性が得られることを示した。 





















シー（rating agencies））（Deephouse, 1996; Deephouse and Carter, 2005）の３つによって
測定される象徴的なパフォーマンス、及び実質的なパフォーマンス（会計ベースの利益も
しくは包括的な市場価としての ROA、ROE、コストへの影響（impacts on costs）の両方
                                                        
4カスケード理論同様に参入プロセスにおいて閾値効果を持つものの、違いとして人口生態学にお
いては参入企業の増加が正当性を向上させる一方で競争を激化させることを指摘する点が挙げられ
























者の経験から該当国で学習することを示されている（Shaver et al., 1997）。これに関連する
近年の研究では、上述の Wu and Salomon（2016）において、制度的に遠い国出身の外国
企業の同形化戦略によって獲得する利益は、経験によって減少することも併せて示されて
いる。 
	 また Zhang et al.(2014)は、外国直接投資（FDI：Foreign direct investment）によって生
                                                        
5学習の視点から、情報カスケードは「深い」学習を損ねることが指摘されている。カスケードが
始まることによってフォロワーは初期の主体が明らかにした情報に単純に対応するようになり、追








	 企業による学習は参入後にのみ行われるのではない。Belderbos et al.（2011）は経済学
における社会学習と制度理論を組み合わせることによって、生産機能の外国参入ロケーシ












関係にある場合に学習がより効果的となることが示された（Yang et al., 2015）。 
	 さらに近年では社会学の理論と組み合わせて説明が行われている。Oehme and Bort
（2015）は制度理論、ネットワーク理論、組織学習理論に基づいて、若い中小企業（SME: 
small- and medium-sized enterprises）が（１）国際化の際にネットワーク内の同業者の国
際化形態を模倣すること、及び（２）企業の模倣傾向がネットワーク上のポジションと過












（Lieberman and Asaba, 2006）ことも指摘されている。これに関して Cohen and 
Levinthal（1990）は強い吸収能力がある企業は妥協することなくより良い情報を収集
し、遅れてコミットメントすることが可能になるため、フォロワー企業が「吸収能力


































業界で 1981 年から 2000 年の間に発生した M＆A から仮説検定を行って示した。 





















影響を及ぼすことを示した（Malik and Kotabe,2009）。 
	 全体として情報ベースの模倣によって企業はより優れた製品や手法の採用を早めること
ができる。しかしながら同時にインターネットバブルで示されたように過激な損失に繋が


































れる「レッド・クイーン（Red Queen）」効果に影響される（Barnett and Hansen, 1996; 
Barnett and Sorenson, 2002）ことも指摘される。こうした状況は企業群のグループごと
に異なる業績をもたらし、参入障壁を構築することに導く（Lieberman and Asaba, 
2006）。 
	 さらに競合の動きに合わせることは、現状のポジションを維持して互いに破壊的な戦い
に陥らないために、現状を守るコミットメントとなる（Chen and MacMillan, 1992）。こ






























合致することが指摘される（Lieberman and Asaba, 2006）。 
	 特に「一人勝ち（winner-takes-all）」の環境では、競合企業はレースをリードしようと
する他者を妨害するために類似の行動を採用することも指摘される。最初の開発者が全て
の特許権を獲得する R＆D 競争において、企業間の R&D 投資は正の相関関係にあり、競
争は過剰投資につながる（Dasgupta and Stigliz, 1980）ことが示されている。そのほかに
一人勝ちの状況は、市場がバンドワゴン効果やネットワーク外部性を持つ場合に生じやす
い。ネットワーク効果は、市場における他の製品やユーザーの存在が当該製品の価値に影




には競争は激化する（Lieberman and Asaba, 2006: 381）ことも指摘されている。また模
倣プロセスが繰り返し何度も行われるために生産的な選択をした場合には企業は強化さ






の組織環境の状況に焦点する（p. 170）とした。そして 1980 年から 2002 年にわたる日



































































































and Asaba, 2006）。 



























































当化されることが指摘されている（Engel and Kleine, 2015）。 
	 これに関して Kim et al.（2012）は先進国においては特許権が、開発途上国においては
実用新案がイノベーションの重要な決定要因であると主張した。同様に Encaoua et al.
（2006）、Dushnitsky and Shaver（2009）、Bauer et al.（2016）は知的財産権の保護に
よる違法な模倣の抑制が必要だと主張する。 








し、CVC と起業家の発明が同じ業界をターゲットにする場合に、起業家と CVC の投資関
係は弱い知的財産権保護制度の下では形成されにくく、対照的に、強い知的財産権保護制
度の下で投資関係が形成されやすいことを明らかにした。 

























上げられている。Raustiala and Sprigman （2012）はファッション、料理、コメディ及
びマジックのネタ、音楽、オープンソース、アメリカンフットボールの戦術といった創造
性に対する知的財産権による保護がほとんど行われていない業界においてイノベーション












































（Raustiala and Sprigman, 2012）。 









































































































































































































タートアップの投資（Dushnitsky and Shaver, 2009）やオープンソースにおける協同
（Bauer et al., 2016）を抑制し、社会的な不利益をもたらす。各企業の個別の戦略におい
ても模倣によるスピルオーバーの脅威から企業がイノベーションのための行動を抑制する
ことが示されている。イノベーションを起こすにあたっては企業の境界を超えて企業内部













されている（Zander and Kogut , 1995; Ethiraj et al., 2008）。したがって競合による模倣を


































示されている。Amara et al.（2008）は知識集約型ビジネスサービス企業（KIBS: 
knowledge-intensive business services）がいかにして複数の保護メカニズムの中から競合
他社からの模倣を防ぐ手法を選択するかを調べた。2003 Statics Canada Innovation 







互依存的に模倣を防ごうとすることが指摘された。同様に Thoma and Bizer（2013）は、
革新的な小企業が公式および非公式のイノベーション保護メカニズムを同時に活用してイ
ノベーションを模倣から保護していることを示した。2002 年から 2004 年における EU-



































ンサスが得られていないこと（eg, Kim et al., 2012; Encaoua et al, 2006; Bauer et al., 




















ットに言及したのは 2 本のみであり（De Castro et al., 2008; Engel and Kleine, 2015）、そ
のうち海賊版の活用によって企業が利益をあげられる可能性について言及したのは De 


















































	 オンライン・ミュージック・プロバイダーの iTunes や Napster がダウンロードされる楽
曲に関して、一部に無制限の複製を可能にする DRM フリーの方針を採用しており、特に
音楽業界において、アンチ・プロテクションの傾向が見られる（Guo and Meng, 2015: p. 










	 本研究では Tranfield et al.（2003）を参照し、透明性かつ再現性のあるプロセスによ
る海賊のレビュー研究を行なう。 
	 まず Financial Times（2016）を用いて海外ジャーナル 50 誌を選定した。具体的に
は、Academy of Management Journal、Academy of Management Review、Accounting, 
Organizations and Society、Administrative Science Quarterly、American Economic 
Review、Contemporary Accounting Research、Econometrica、Entrepreneurship 
Theory and Practice、Harvard Business Review、Human Relations、Human Resource 
Management、Information Systems Research、Journal of Accounting and Economics、
Journal of Accounting Research、Journal of Applied Psychology、Journal of Business 
Ethics、Journal of Business Venturing、Journal of Consumer Psychology、Journal of 
Consumer Research、Journal of Finance、Journal of Financial and Quantitative 
Analysis、Journal of Financial Economics、Journal of International Business Studies、
Journal of Management、Journal of Management Information Systems、Journal of 
Management Studies、Journal of Marketing、Journal of Marketing Research、Journal 
of Operations Management、Journal of Political Economy、Journal of the Academy of 
Marketing Science、Management Science、Manufacturing and Service Operations 
Management、Marketing Science、MIS Quarterly、Operations Research、
Organization Science、Organization Studies、Organizational Behavior and Human 
Decision Processes、Production and Operations Management、Quarterly Journal of 
Economics、Research Policy、Review of Accounting Studies、Review of Economic 
Studies、Review of Finance、Review of Financial Studies、Sloan Management 
Review、Strategic Entrepreneurship Journal、Strategic Management Journal、The 
Accounting Review の学術誌を初期リストとして選定候補とした6。 




                                                        
6 模倣研究のレビューの初期リストにも同様の 50 誌を選定している。 
 43 
のワードで検索した。この段階でそれぞれの用語の検索結果に同じ論文が含まれる場合の
重複を許して計 751 本の論文が抽出された。 
	 さらに、上記の論文のタイトル、アブストラクト及びイントロダクションを読み、本レ
ビューと関連のない論文を除外した。関連する論文に絞る基準は以下の三段階によって選




	 結果として最終サンプルとして、重複を許さず 24 本の論文が残された。また論文は主
に Information Systems Research、Journal of Management Information Systems、







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（出典：De Castro et al.（2008）より筆者作成） 




































































（出典：Givon et al.（1995）より筆者作成） 
	 バンドワゴン効果及び群集効果においても説明が行われ、その効果が顧客に対象グルー
プの選好を伝達することによって発生すると言及される（De Castro et al., 2008）。バン
ドワゴン効果は「同輩と同様に身につけ、購入し、実行し、消費する欲求」（Leibenstein, 









((b1X	+	b2Y)/	N)	(	N	– X	– Y )
"3$	(5













a	+	α((b1X	+	b2Y)/	N))	(	N	– X	– Y )
dY/Dt	=























スのアプローチを補完することにも強調されている（De Castro et al., 2008）。 
	 また、特に音楽データを中心としたデジタルコンテンツにおいてはデジタル著作権管理
（DRM: digital rights management）に焦点を当てて議論が展開される。デジタルコンテ
ンツ特有の性質を持つ正規品と海賊版の関係において海賊版の活用が著作権保護によるデ


































































































                                                        
7 論文ではここで想定された企業が現実には Apple や Microsoft が近いことが指摘されて
























































	 本項の最後に上記のフレームワークにおいて De Castro et al.（2008）は、海賊版によ
る利益とコストが正規品と海賊版間の市場における顧客人口のオーバーラップに依存し、
オーバーラップが拡大するほど海賊版の拡大とともに正規品のセールスが減少することに



























































とが強調されている。Lahiri and Dey（2013）及び Qian et al.（2015）は正規ブランドの
製品の差別化投資によって、より品質を評価する顧客へのスクリーニングが可能になるこ
とを指摘している。 







年の 8 ヶ月間に放送およびケーブルテレビで公開されたすべての映画の DVD 需要におけ
る放送の影響と、放送時の海賊版の可用性が DVD 需要に与えた影響が分析された。結果
として無線ネットワークによる映画の放送が、著作権侵害やセールスに影響して、その放































































から 2004 年における合計 31 のサイズもブランドも異なる中国におけるドメスティック
及び多国籍の靴企業のパネルデータが収集された。政府 IPR 執行の政策転換によって
1995 年に履物セクターにおける政府の IPR 執行力が低下した不連続性の前後の影響が検



























































































































































	 次に他者ユーザーによる顧客（及びユーザー）の量の増加を説明する。これは De 











よる増加」とした。さらに（２）De Castro et al.（2008）で言及された「群集行動」は
Banerjee（1992）を引用して説明されているため、模倣研究における Lieberman and 
Asaba（2006）でも同様に引用され用いられた用語である「情報カスケード」を優先し
て採用した。（３）最後にスタンダード・セッティング効果を排除した理由を２つあげ






海賊版が企業に利益をもたらすことを提示する。ここには海賊研究の Bhattacharjee et al.
（2006）、Chellappa and Shivendu（2005）、Conner（1995）、Conner and Rumelt



















するサーチ行動の影響が含まれる。ここには Conner（1995）、Conner and Rumelt














が抑えられることで、正規品の顧客が増加することを提示する。ここには Guo and Meng




















ードオフを示した Conner（1995）や、Galbreth et al.（2012）、Geng and Lee（2013）、
Jain（2008）、Johar et al.（2012）、Qian（2008）、Qian et al.（2015）、Smith and 










究では特にネットワーク論から顧客セグメントの方法に言及した Galbreth et al.（2012）






（2008）、Qian et al.（2015）が含まれる。 
命題 8：企業が差別化投資を行うほど、海賊版は正規品の顧客の質を向上させる。 
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